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ዪのᏊのᶒ฼に㛵䛩䜛ἲᚊ䞉ᨻ⟇䞉

つไ䞉ᣦ㔪に㛵䛩䜛2�のኚ᭦䞉ᨵၿ

ᭀຊ䛛䜙Ᏺ䜛

2 3

2024年に得たエビデンスの概略

ᩘ್でぢる

2024年

プラン・インターナショナルは、グロー䝞ル戦略: 立ち上が

れ、女の子たちに基䛵き、人道危機への対応のみなら

䛪、6つの優先テー䝬分㔝でのプログラム実施に焦点を

置き、80超の国々で活動をᒎ開している。

2024年ᮎ、私たちは活動対象国とプロジェクトから得られ

たྛテー䝬分㔝のエビデンスについて、成果と評価、ෆ

部･እ部による重要調査、年ḟ報告書のᩘ್・データを含

めた᳨ドを実施した。本概要では、暴力からの保護につ

いて真に求められていることを2024 年に得たエビデンス

から明らかにし、そこから学䜆べきことと共に、その一部

をまとめている。

https://plan-international.org/organisation/strategy/
https://plan-international.org/protection-from-violence/
https://plan-international.org/publications/global-advocacy-strategy/


6oSKia、22歳、は、

プラン・インターナショナルが䝣ィリ䝢ンで

ユースを対象に実施した平࿴ᵓ⠏

䝽ークショップ%ridJeVプロジェクトに参加した。

同プロジェクトの平࿴大使として、

彼女はリーダーシップスキルを含むᩘ多くの

◊ಟ活動に参加し、プロジェクトの

ᒎ開᫬に使用された平࿴ᵓ⠏の手引きの

స成にも協力した。

「私たち女の子が直面しなくてはならないのは«安

全のḞዴです。ኪに⾤に出ると、確かなものは何も

なく、ᛧいです。⾤にはᝏい人が大ໃいて、何か㉳

こるかも«レイプされるかも、とᜍᛧに᛼えます」

%ianFa、17歳、䝤ラジル

「䜸ンライン✵㛫が虐待の ᗋとなり、女の子の

⮬⏤な⮬ᕫ表現や、䜸ンラインへの参加をጉげ

る可能性があります」

1ala、20歳、䝃䝝ラ以༡ア䝣リカ

2024年プラン･インターナショナルが実施した」ᩘの調査で

は、地方部のఫẸや先ఫẸ、⛣動中の者、危機下にある集

団が暴力を受けるリスクが㧗まり、人びとは暴力が౫↛ᶓ行

しているとឤじていることが明らかになった。「現実の選択、

現実の生活」の調査から、*%9は女の子たちがコミュニティ

で経験する最大のၥ題の1つであることがわかった。

女性と女の子に対する暴力を含む暴力とIP9は、「危機下

の思春期の女の子: シ䜴ダー・䝣䜯レス」等の」ᩘの調査

でも、⛣ఫや危機下における重大ၥ題として指᦬され、暴

力から㏨れるために⛣ఫするだけでなく、⛣動中に㐼㐝す

る危㝤性もᾋかび上がった。

女性と女の子が,39を含む暴力を受ける理⏤は䡠状況ḟ➨

で␗なる。౛えば、䝩ンジュラスでの調査では、アルコール

ᦤ取・「暴力的で権ጾ主義的な⏨性性」・�地方部や先ఫẸ

の女性のᅵ地ᡤ᭷権など�権利のไ㝈・᪩ᮅに⏿にṌいて

行くこと、が暴力に㐼うリスクを㧗めていると⪃えられた。

䝃䝦ル地域の⤫ྜ報告書は、䝬リのIP9ቑ加の⫼ᬒに㣗

料不安があるとする一方で、䝬リと䝤ルキナ䝣䜯䝋では、戦

㜚ဨのᏑᅾ・イン䝣ラ◚ቯの影響�そのために女の子と女

性はỈỮみや⸄集めに㐲くまで行かなくてはならなくな

る�・避難・ᐙ᪘との別㞳・貧困が女の子と女性がさま䛦ま

な形で暴力に㐼㐝するリスクを㧗めていると指᦬した。

世界規模調査「2ur 9oices for our ToPorroZ」に参加し

たユースは、䜸ンライン暴力・䝝ラスメント・䜸ンライン上の

䝪ディシェイミング・$I生成䝫ル䝜・䝋ーシャルメディア上の

ジェンダー平等に関するㄗ᝟報や権利を౵害した発言等、

デジタル✵㛫でのリスクに加え、デジタル᱁差によるジェン

ダー不平等の拡大についてᠱᛕを示した。

1https://www.paho.org/en/topics/violence-against-children 
 2UN Women. 2023. Facts and figures: Ending violence against women.

ྛ調査では、女性と女の子ಶ人が暴力に㐼㐝した経験

からどんな影響を受けるかについて分ᯒは行われな

かったが、より広く暴力の影響について分ᯒしている。地

方部や先ఫẸの女性がᅵ地や⎔境をᏲるためにする௙

事にも、䝣ェミ䝃イドの影響がཬび、女性だから௙方がな

いというจりᅛまった⪃え方がある、女の子と女性はコ

ミュニティやᐙᗞෆで意ぢを言えない、⮬Ꮿにいても安

心できないという形で、その影響は表れていた。また、᪩

す䛞る強ไされた結፧の影響に関するල体的なᠱᛕとし

て、᪩す䛞るዷፎと出⏘・೺ᗣၥ題・学ᴗの⤊஢や中᩿・

ປ働責௵のቑ加・経῭的ၥ題等がᣲげられた。

©Plan International

6RSKLD、22歳、は、⣮த地域である䝣ィリ

䝢ン・༡䝬䜼ンダナ䜸ᕞで⫱った。ᜍᛧを

ឤじ䛪に彼女とき䜗うだいが教⫱を受けら

れる機఍と安全を得るため、ᐙ᪘は暴力

から㏨れ、コタ䝞トᕷへ避難した。
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ႚ⥭の課題は何か
主な調査結果

ある⛬ᗘ前進はみられたが、子ども・女性・女の子への暴力

は౫↛、重大なၥ題である。世界で2歳～17歳の子どもの2
人に1人�10൨人�が、ẖ年何らかの暴力を受けている1。ま

た、一生の㛫にジェンダーに基䛵く暴力䠄*%9�を受ける女性

と思春期の女の子は�人に1人�7൨��600୓人�に上り、思春

期の女の子がぶᐦなパートナーからの暴力�IP9�を受けるリ

スクは㧗まっている2。ண⟬�法ᚊ�多部㛛㐃ᦠの不㊊・Ẽೃ

危機・⣮த・他の圧力の影響を⫼ᬒに、根底にあるၥ題は

一層῝้化し、䝃ービスの利用と対応をጉげている。

https://plan-international.org/publications/real-choices-real-lives/
https://plan-international.org/publications/adolescent-girls-crisis-impact-migration-policies-ciudad-juarez/
https://plan-international.org/publications/adolescent-girls-crisis-impact-migration-policies-ciudad-juarez/
https://plan-international.org/honduras/publicaciones/mujeres-campesinas-e-indigenas-defensoras-de-derechos/
https://plan-international.org/honduras/publicaciones/mujeres-campesinas-e-indigenas-defensoras-de-derechos/
https://plan-international.org/publications/impossible-choices-hunger-sahel/
https://plan-international.org/publications/impossible-choices-hunger-sahel/
https://plan-international.org/publications/our-voices-for-our-tomorrow/
https://plan-international.org/publications/our-voices-for-our-tomorrow/


• ベトナムでは、リスクを抱えるᑡᩘẸ᪘の人びとのニー

ズに対応するプロジェクトが目ᶆを上ᅇる成果を上げ、

᪩す䛞る結፧�ඣ❺፧�は�プロジェクト⤊஢᫬に81��、
人㌟取引は�プロジェクト⤊஢᫬に78��の子どもとユー

スがこれらのリスクから⮬分⮬㌟をᏲる能力がついた

とឤじ、さらに、⮬㌟の権利を求めて提唱活動を行って

୧方のリスクから⮬分をᏲることに⮬信が持てるように

なった。

• 䝨ルーでは、学校を基┙とした取り組みにより、子ども

の保護と関㐃䝃ービスについて実践的な知識を持つ思

春期のⱝ者の๭ྜがቑえ、特に女の子は、プロジェクト

開ጞ᫬の�2�から⤊஢᫬には87�に上᪼した。またこ

のプロジェクトでも、意識の変化について目ᶆを上ᅇる

成果が得られ、思春期のⱝ者から大人を含む⣙90�
が、*%9の᧞⁛にྥけて前ྥきな意識を示した。

プロジェクトᩘとしてはᑡなかったが、暴力の䝃䝞イ䝞ーಶ

人の主体性のឤぬ・支援提౪者の知識と能力・䜿アの㉁に

対するឤぬなどの面にわたって、ዲましい成果がぢられた。

報告書では、౛えば、子ども保護ጤဨ఍や暴力㜵止グルー

プとの㐃ᦠ・女の子と思春期のⱝ者にやさしい✵㛫の提౪

や䝃ービス提౪者の◊ಟ、多様なステーク䝩ルダーの関与

など、コミュニティレベルでの取り組みが強調された。だが、

前進がみられたとはいえ、௒も女性と女の子の䝃ービス利

用に対する障ቨのᏑᅾは評価と調査の୧方で指᦬されて

いる。利用可能な䝃ービスがあったとしても、規⠊があるた

め利用できない、スティグ䝬を受けるのがᛧい、䜿アを受け

る㈝用がᕤ面できない、そして、ᙜᒁの対応の不備等が、

障ቨとなっている。

プロジェクトは、部㛛のቨを㉺えて関係者が子どもの保護

䝃ービスに関する知識と㐃ᦠを強化するという目的は達成

できた。子どもの保護に関与する教ᖌなど、保護に関わる

関係者の知識と⮬信のྥ上を目ᶆとしたプロジェクトは、子

ども保護体ไや暴力の㜵止・対応に関する䝃ービスの対応

力に関する部分を含め、すべて目ᶆ達成⋡が㧗かった。し

かし、䝃ービス提౪者の㞳⫋対策の重要性が大きなテー䝬

であることが明らかになった。 ඣ❺፧と人㌟取引をῶらすために、

ベトナムで行う働きかけの活動に子どもと

ユースを参加させる

• 子ども・思春期のⱝ者・ユースを、䝢ア教⫱�䝏ャン䝢

䜸ン・䜸䝤・䝏ェンジ�子どもクラ䝤を㏻じて、政策決

定者との定期的な対ヰに参加させる

• 義務の担い手と子ども･思春期のⱝ者･ユースがラ

ジ䜸で意ぢ஺᥮しながら行う政策対ヰの実施と␒

組「9oiFe oI 9ietnaP」と䜸ンラインプラット䝣䜷ーム

の⤫ྜ

• 行政関係者・教ᖌ・ユース・ᮧ長が参加する働きか

け䝽ークショップをẖ年ྛᕞで開ദ

働きかけについて、2024年は様々な状況でいくつかの重

要な前進がみられた。౛えば:

• リベリアでは、女の子とユース女性のエンパ䝽ーメント

支援にྥけた政府ண⟬のቑ㢠を実現し、大きく前進

することができた。この資㔠は、*%9⟶理᝟報ไᗘの

拡大のᚋᢲしにもなり、女性のエンパ䝽ーメントと保

護に対する政府の注力を⿬௜けるものだ。

• Ṋ力⣮த下の子どもに関する(8の政策には、教⫱・

*%9・全体的にジェンダーのど点に立った手法の必要

性に関する強いᩥ言が含まれている。その実現のた

め、プラン調ᩚ事務ᒁは、(8の「子どもとṊ力⣮தに関

する指㔪」の改ゞに先立ち、意ぢ஺᥮と働きかけの一

⎔もව䛽て、᝟報と意ぢを⤫ྜさせた。同事務ᒁはま

た、指㔪の改ゞを஺΅中の人権担ᙜ大⮧のసᴗ部఍と

面఍し、子どもとṊ力⣮த担ᙜの国㐃事務⥲長特別௦

表との意ぢ஺᥮఍にも参加した。

子ども、特に女の子が意思決定できる力を㌟につけていく決意を
参加した��人全ဨがㄋった、�*irlV7aNeoYerイベントで₇ㄝする
ユース௦表、ベトナム
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2024年に得たエビデンスの概略

᪂たにわかったこと
主な評価結果

2024年に�地域・��カ国を対象に実施した2�௳の暴力からの保護プログラムについて評価の᣺り㏉りを

行った。

ᐙ᪘とコミュニティが子どもとユースをᏲる⎔境に関する取り

組みの評価では、子どもの保護の危機と対応に対する多く

のၨ発プロジェクトで前進がぢられた。さま䛦まな取り組み

が行われたが、共㏻の᭷ຠ策として以下の4点が明らかにさ

れた。 a� コミュニティでの議ㄽ・ၥ題の特定・ၨ発・◊ಟ、E� 
᪤Ꮡの支援ネット䝽ークやプラット䝣䜷ームの強化、F� コミュ

ニティ指導者を対象とした取り組み、d� ユースを対象とした

䝢ア䝒ー䝢アの議ㄽの場、e� ධり口として学校を活用した取

り組み。౛えば以下の事౛がある。

https://plan-international.org/youth-empowerment/champions-of-change/


2024年に得たエビデンスは、暴力からの保護において成果

を上げるためには、どこに投資し、どのようにプログラムを

設計するかについて、真に求められていることが何か、プラ

ン･インターナショナルはもちろん、セクター全体に重要な

メッセージを伝えている:

• 暴力からの保護に関し、保護者そして指導者を含むコ

ミュニティとの協働を引き続き優先する必要がある。そ

れは、行動変容のプロセスにこうした人びとの関与をす

すめることで、ユースとの取り組みの規模を拡大するこ

とを意味する。ただし、彼らは単に受け手という立場で

はなく、積極的に取り組みに貢献する形で関与すること

が求められる。

• 恒常的にニーズ評価と協議を行う等、多様な対象集団

のニーズに対応する方法を改善し続ける必要があ

る。2024年に得たエビデンスから、支援が十分に届い

ていない集団や、障害を持つ人など特定のニーズを持

つ人びとに特化し焦点を絞ったプログラムをどのように

進めていくか、さらなる改善の余地が明らかになった。

• 持続可能性を実現するには、事前計画を徹底する必要

がある。大規模な変化を長期にわたって持続させるた

めには、政府その他義務の担い手を、提唱活動･能力

強化、可能であれば共同策定･実施という形で関与させ

るための明確な戦略を、こうしたレベルを目指すプロ

ジェクトの中心に置く必要がある。すべてのプロジェクト

で、持続可能性維持計画と出口戦略を初期段階で策

定し、それを基に関係者と協働して実施することも必要

になる。

2024年の他の発行物はこちら:

「現実の選択、現実の生活」: 2006年に生まれた世界9カ国の100人超の女の子の成長を追跡調査した調査シリーズ

「危機状況下にある思春期の女の子たち」: 長期化する危機的状況下を生きる思春期の女の子の声と経験を記録した調査

シリーズ

「The Girls’ Pact for the Future」: 思春期の女の子とユースが抱える不安と心に描くジェンダー平等で望ましい未来の姿、

さらに政策立案者への提言を示したもの

14～24歳の女の子とユース女性を暴力・虐待・搾取・ネグレクトか
ら保護し、インターネットの安全な利用法を教えることを目的とし
た、子どもの保護と女の子の安全プログラム、デリー

一層の注力が必要な部分
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プラン・インターナショナルについて

プラン・インターナショナルは、子どもの権利と女の子の平等を推進する
独立した開発・人道団体である。私たちは、すべての子どもの力と可能
性を信じているが、それが貧困、暴力、排除、差別によってしばしば抑圧
されていることを知っている。そして、その影響を最も受けているのは女
の子なのだ。

子ども、ユース、支援者、パートナーとともに、私たちは公正な世界を目
指し、女の子や脆弱な子どもが直面する課題の根本原因に取り組んで
いる。私たちは、子どもが生まれてから大人になるまで、彼らの権利を支
援し、子どもが危機や逆境に備え・対応できるようにする。私たちの広が
り、経験、知識を活用し、地域、国、そして世界レベルで実践と政策の変
革を推進する。85年以上にわたり、私たちは80ヵ国超ですべての子ども
の生活を変えるために、決意ある楽観主義者を結集してきた。

皆が平等になるまで、私たちは止まらない。

表紙写真: 17歳のHanadyは、アドレの避難キャンプで暮らす多くの思春期の女の子同様、祈り、料理し、友達と過ごす日々を
送っている。彼女は学校に戻ることを願い、スーダンでの以前の生活を恋しがっている。
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